
甲虫ニュース September 1997

COLEOPTERISTS'  NEWS
. No i l 9

日本産エンマムシ上科概説VI注'
ァリッ゙カェンマムシ亜科, オオマメェンマムシ亜科 (オオマメェンマムシ族,
ッブェンマムシ族, チビヒラタェンマムシ族: クロチビェンマムシ属,

マルチビヒラタエンマムシ属) -

l -3-6.   アリツカエンマムシ亜科
Hetaer i inae
本亜科は従来, Hetaerimor-

phiniと Hetaeriiniの2 族 に

分類され, それぞれ82 属256
種, 11 属102 種が記録されて
いた (MAzUR, 1984). HELAvA,
HowDEN & RITcHIE ( l 985) は
新大陸の本 ,lf i科を整理し, 99
属を確認し (15 属が新属, 3 亜
属が属に昇格,  4 属がシノニム
で無効,  3 属が本亜科以外に所
属移動; さらに旧大陸に分布を
限る3 属がある), そのうちの
77 属について属レベルの詳細
な再検討を行った.  さらに彼ら
は, 従来の2 族に分ける形質
「触角が橋円形」または「筒状」
の実用は難しく, かつその族は
系統的なグループでもないと
し, 新たに5 つのグループへの
分類を提示した.
本亜科の正確な属数, 種数は
数えていないが, 約100属350
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りと関係があり,  いくつかの行動, 生態の報告があ
る (HoLLDoBLER& WILSON, 1990: 487 にアリと関

係するェンマムシ類のまとめ
有).  日本には1 属2 種が分布
する.  日本の種について詳しい
生態の報告はない.
アリツカエンマムシ属
Hetaer ius ERlcHsoN, l 834
世界に30種,  日本からは2 種
が知られる.
l (2)  体は赤または赤褐色.  前
背側方に破はない. - - - -

- -ーアカアリッ'カェンマムシ
2(1)  体は黒色.  前 背側方に
破を密にもつ
- - - ク ロアリ ッ' カ ェンマムシ

アカアリツカエンマムシ (図
2A)
Hetaeriusgratus LEWIS, l 884
図説 N: 70, f 35-23. 図説 H:

230, f 41-35; 0HARA, 1994:
144 [再記載] .
体長(前filii背前縁から尾節末
端ま で) 1.69-2.08 ミ リ, 幅
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種ほどと認識しておけばよいの 図1.  ォオマメエンマムシDendrophitus xavien 1.41- l・53 ミ リ .  ツ ノ アカヤマ

ではないだろうか.  1 属 l 種の MARsEuL アリ ' クロヤマアリ ' 工ソアカ

ものが2/3 ほどを占め形態分化の進んだ亜科とい ヤマアリ・ アカヤマアリの巣から採集されている.
える.  ちなみにHELAvA et al. ( l985) には77 属の 春先のアリがまだ巣を地中深く掘る前には採集が容
電子顕徴鏡SEM写真による全体図がっいており, 易らしい (黒沢,  1976).  アリの巣内の一筒所で回
コインのような偏平なものから瓢章のように体のく 転するように素早く走り回り, 擬死をする他のェン
びれたものまでァリッ'カェンマムシ類の形態の多様 マムシ類とはかなり行動が連う印象を受ける. 通常
さを実感させてくれる. すべての種がァリかシロア 背面に長い毛をもつが, 欠くものもいる. 分布: 北
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図2.  アリ 'ゾカェ ンマムシ属. A: アカアリ ゾカェ ン

マムシ, B: クロアリ、ゾカェンマムシ. 前胸背と左
翅 (0HARA, 1994 より).

海道, 本州, 九州.
クロアリツカエンマムシ (図2B)
Hetaer ius optatus LEWIS, l 884
図説H: 230, f 41-36; 0HARA, 1994:146 [再記
載] .
体長2.18-2.27 ミリ, 幅1.57-1.64 ミリ.  クロク
サアリの巣から得られている. 背面に長い毛をもつ
が, それが短い毛に置き換えられるものがいる. 珍
しい種で標本も少なく, 生態, 地理変異など詳しい
こ と はわかっていない. 分布: 北海道, 本州, 四国.
l -3-7.  オオマメ ェンマムシ亜科
Dendrophi l inae

4 族に分類される. l 條Eに約 37 0種.  日本からは
4 族21 種が知られる. 本亜科のものはドウガネェ
ンマムシi服科・ クロツプェンマムシ亜科・ ツツエン
マムシ亜科・ ニセッツエンマムシ亜科と同様に,
「前 腹面にある触角をしまう溝は, 前胸腹板突起
と平行に縦に位置する (図3E, F)」.  これらの亜科
のなかで本亜科のみが「のど板」 をもつ. 樹皮下に
生息する が多く , 一部腐敗物に集まるものや土壊
性のものがある.
族までの検索
1(2)  前脛節の外縁は厚みがあり,  短い刺毛を具え
た2 つの緑をもつ; 外歯や剌はない; 節を受ける
満は2 つの外縁の間に位置する (図 4A). - - - -

ンプェンマムシ族
2(1 )  前 節の外縁は薄く ,  一つの縁からなる ; 縁
は細かい外歯をもつ; 脛節の末端には多少とも [ttl
がった刺を目える; 附節は前脛節の背面にしまわれ
る (図4B, C, D).
3(6)  前頭条は欠く ; 前頭は狭く,  側 は前方へ収
斂する. 体は円形か精円形で, たいていは凸型で厚
みがある. 雄交 器のbasal pieceは短い (図7A,
B).
4(5)  学自翅は通常の背条を目える;  背条は明瞭でほ
ぼ平行に走る. 前 節の刺は大きい (図 4C). -

オオマメェンマムシ族
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5(4) 翅は背条を欠く ;  背条をもつ場合は曖味な
痕跡が基部か肩部にあらわれるにすぎない. 前躍節
の刺は小さい (図 4B). -ーアカッブェンマムシ族
6(3)  前頭条はよく発達し上 の後方でもほぼ完全
(Eu1omalus属は例外で途切れる) ; 前頭は広く台
形. 体は通常長橋円で偏平, いくつかの属では括円
でいく ぶん厚みをもつものがある. 雄交尾器の
basal pieceと parameraの比は多くの種で約3 : l,
basal pieceの長いものが多い (図7C-F). - - -

チビヒラタエンマムシ族
l -3-7-1.  オオマメ ェンマムシ族
Dendrophi l ini
世界に3 属17 種,  日本にはDendr()philus属1
種が分布する. 他属のPhoxonotus MARsEuL (5 種)
は南米に分布し, KissisterMARsEuL (4 種) はアフ
リカ , 南ヨーロッパに分布する.
オオマメ ェンマムシ属
Dendrophi lus LEACH, 1817

2 属, Dendrophilus (6 種; 新 ・ 旧」ヒ区, コスモ

B

図 3.  前 腹板における蝕角 (特に球押) を受け入れ

る部分の構造の連い (模式図).  A: エンマムシモ
ドキ科. B: ホソエンマムシ亜科; 頭部に触角がし

まわれるため前 腹板には構造をもたない. C: セ
スジェンマムシ1fE科・ コプェンマムシ.ffl科, アナ
アキェンマムシ亜科; 前胸腹板前報に輪郭を明瞭
にした凹陥と してもつ (点描部分). D: エ ンマム

シ lHi科・ アリゾカェンマムシ亜科; 前緑に機長の

あるいは凹陥としてもつ; 輪郭は不明願. E: オ
オマメェンマムシ亜科; 前 腹板突起とのど板と

平行に按に をもつ. F: ドウガネェンマムシ亜
科・ クロツプェンマムシ亜科・ ツツエンマムシ亜

科・ ニセツツエンマムシlf!科; 前 腹板突起と平
行に に港をもつ.
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図4. 右前脛節, 背面. A: ツ プェ ン マム シ族

(Anaplet‘s jetineki). B: アカップェンマムシ族
(aacam' sohman). C: オオマメ ェ ンマムシ族

(Dendr,ophi tus punctatus). D: チ ビヒラ タェ ンマ
ム シ 族 (Platy1omalus comptanalus) (0LExA,
1982 より ).

ポリタン) とDendrloPhi1opsisScHMIDT(2 種: シベ
リ ァ,  コーカサス) に分けられる. 後者は「中・後
alE:節が前田E節のように広がらず」 「財節を受ける講
が明瞭なこと」 で前者から区別される.
オオマメエンマムシ (図 l , 5, 7A, B)
Dendrophi lus (Dendrophitus) xauieri MARsEUL,
l 873
図説 N: 68, f 34-22. 図説 H: 224, f 40-23;

OHARA, l994: l49 [再記載, 交尾器].
体長 2.78-3.30 ミリ,  幅 1.93-2.26 ミリ. 背面は
一様に点刻され, 拍翅背条は明瞭, 個体により長さ
の変異がある (第1 背条は通常ほぼ完全で時折先端
1/3 をかすれさせる; 第 2, 5 は通常基部2/3 にあ
り, 第 2 はほぼ完全になることもある ; 第4 は基部
l /2 にある; 会合条は基部2/3 にあり基部1/3 は
かすれる).  マルマメェンマムシ属 (Gnathoncus) に
一見似るが亜科の区別点 (本種にのど板がある) を
確認すれば同定を誤ることはない. 本種のハビタツ
トは多様で, 豚装, 鶏 , 植物腐廃物, 死体,  トリ ・
ネズミの果などから採集される. 貯穀の中にも見つ
かり, 貯殺害虫の幼虫を捕食すると考えられてい
る. 分布: .1ヒ海適, 奥尻島, 本州, 四国, IL州. 台
湾. 東シベリァ.  イキ'リス・ 北アメリカ (移入).
l -3-7-2.  ツプェンマムシ族
Anapleini

Anapleus 1 属からなり, OLExA( l982) により創
設された.
ツプェンマムシ属
Anapleus HORN, l 873
世界に13 種, 新・ l日北区, 東南アジア, 中米, 南
米, アフリカに分布.  日本には4 種が分布する. す
べて体長2-3 ミリで体全面が点刻で覆われている
ため, _の特徴がとらまえにくい. 体長と点刻密度
が重要な形質となるが変異も多く,  きわめて同定の
難しいグループである. 土域中, 倒木上,  ピッ ト
ホールトラップで採集されている.
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1(2)  尾節の中央は平圧される

2(l )  尾節に平圧される部分はない.
3(4)  軸翅の点刻は密で,  肩部では点刻間は点刻の
直径の約1/3 離れる. - - - - - - ッブェ ンマムシ

4(3) 翅の点刻は で, 肩部での点刻間は直径の
1, 2 倍離れる.
5(6)  後 腹板の点刻は一様

6(5)  後胸腹板の点刻は組いものと細かいものが混
成している.  - - - - -ーオカヤマツブェンマムシ
ツプェンマムシ (図6 左上)
Anapleus semen (LEWIS, 1884)
図説H: 224, f 40-20; 0HARA, 1994: l53 [再記
載, c,'''交尾器].
体長2.05-2.23 ミリ,  幅1.46-1.85 ミリ.  4種の
なかでは中型にあたる. 黒色で 節と触角は赤褐
色. 他の3 種に比べ輸翅表面の組点刻は密で, 点刻
直径の0.3-0.5 倍でお互いに離れる (図6 左上). 尾
節の中央は平圧されず一様な凸状. 後ai l腹板中央は
組点刻を具え点刻は正中線付近で細かくなる. 倒木
上,  ピットホールトラップによる採集で得られてい
る. 分布: 北海道, 本州, 四国.
ナラツプェンマムシ (図 6 右上, 左下)
Anapleus nakanei M. 0HARA,1994

OHARA, l994: l59 [原記 (奈良, 本州)].
体長1.89-2.07 ミリ,  幅1.42-1.52 ミリで小型.
拍翅の組点刻は疎で点刻直径の約1.5 倍離れる (図
6 右上). 後胸腹板中央は組点刻を具え, 組点刻間に
細点刻をもたない (図6 左下).  尾節の中央は平圧
されず一様な凸状. 種小名は中根 彦博齒繧ﾉ献名
分布: 本州, 九州.
オカヤマツブェンマムシ (図6 左中, 右下)
Anapteus nomurai M.0HARA, l994

OHARA,1994:161 [原記載 (条良, 本州)].
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図6.  左]-: ップェンマムシ, 右l-., 左下: ナラップ
ェンマムシ, 左中, 右下: オカヤマツプェンマム
シ, 右中: オオップェンマムシ.  十_, 中: 小;西板
周辺の点刻. 下: 後胸腹板側部 (0HARA, 1994
の電顕写真をトレース).

体長2.09-2. l3 ミリ,  幅1.44-1.56 ミリで小型.
A nakaneiにきわめてよく似る. 2 種間に点刻の徴
妙な密度や大きさの差はあるが, 識別点としての実
用は難しい. 唯一 「後胸腹板中央の組点刻間に細点
刻をもつ (図6 右下)」連いが明瞭. 尾節の中央は平
L1; されず一様な凸状. 種小名は野村周平博士に献
名. 分布: 本州.
オオツプェンマムシ (図6 右中)
Anapleus llagai M. 0HARA,1994

OHARA, 1994: 162 [原記般 (中頓別, .iヒ海適)].
H本産では最も大型, 体長2.45-2.84 ミリ, 幅

1.96-2.09 ミリ. 黒色でav_節と触角は明るい茶色
翅の組大点刻は直径の約1.5 倍離れる (図6 右
中) ; 先端1/5 は破状になる.  尾節の中央は平圧さ
れる. 極小名は芳賀馨氏に献名. 分布: 北海道, 本州.
l -3-7-3.  アカツプェンマムシ族
Bacan i ini
本族は世界に8 属約100兩,  日本からはBacan-

ius属2 種の記録がある. 日本の種は再検討がなさ
れておらず, 多くの末記録・ 未記載の種が含まれ
る. 従来の同定は何種かが混同されている可能性が
あり, 分布も再検討が必要である.  ここでの分布は
図説H(224 p) によった. 樹皮下, 土壊中から採集
される. 多くの種が体長1 ミリ内外.
アカツブェンマムシ
Bacanius (MuMerister) niponicus LEWIS, l879
分布: 本州, 四国, 九州, 対馬, 琉球. 台湾.
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コアカツプェンマムシ
Bacanius(Bacanius) mikado (LEWIS, 1892)
分布: 北海道, 本州,  四国, 九州, 対馬.

l - 3-7 -4. チビヒラタ ェンマムシ族
P aromal in i
世界に10属約500種,  目本からは6 属14 種が
しられる. Eu1omalus属に追加種が1, 2 ある.  クロ
チビエンマムシ以外の日本産の種は樹皮下, 朽木内
に生息している.
属までの検索
1(2)  粕翅には通常の背条がある

クロチビェンマムシ属

2(l ) i翅は明瞭な背条を欠き,  点刻を具えるのみ
( まれに痕跡的な背条をもつ).
3(4)  前尾節に横断する線をもつ.  後 腹板側線は
後方までのびない. 節は偏平に広がる. - - - -

ハスジチビヒラタエンマムシ属

4(3)  前尾節に横断する線はない.  後 腹板側線は

後方までのびる. 前 節のみ偏平に広がる.
5(6)  前 腹板突起は縁取りされない (carinal
striaを欠く ). - -ーホソチビヒラタエンマムシ属
6(5)  前胸腹板突起は縁取りされる.
7(10)  前頭条は完全.
8(9)  前胸背の後緑に不規則な点刻列をもたない.
体は偏平か筒状. - - -ーチビヒラタエンマムシ属
9(8)  前胸背の後緑に粗い点刻からなる不規則な列
をもつ. 体は卵型で盛り上がり厚みがある. - - -
- - - - - - - - -ーマルチビヒラタエンマムシ属

10(7)  前頭条は上唇の後ろで途切れる. - - - - -
- 一

図7.  A, B: オオマメエンマムシ.  C, D: クロチビエン
マム シ. E, F: マルチビヒラタェンマムシ. 雄交
尾器,  ペニス (Aedeagus). A, C, E: 側面,  B, D.
F: 背面 (0HARA,1994 より).
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図 8.   ク ロ チ ビ ェ ン マ ム シ (Auckland, New
Zealand産), 前胸背, 左 翅.

チャイロチビヒラタエンマムシ属

クロチビェンマムシ属
Carcinops MARsEuL, l855
本属は KRYzHANovsKIJ and REICHARDT (1976)
ではオオマメエンマムシ族に含まれていた.
MAzuR (1973) はチビヒラタエンマムシ族に含まれ
ると考え, 私(大原・ 今坂, l988;0HARA, l994) も
同じ意見を示した. 族の扱いはこれでよいと思う
が, 本属は他属 (Platy1omalus, Paromatusなど) と
は 「雄交尾器第8 腹節の構造」 「尾節に雌雄差をも
たない」 などの点で異なっており, 亜族レベルの区
別が必要かもしれない.
クロチビェンマムシ (図7C. D, 8)
Carcinopspuni it io (ERIcHsoN, l 834)

carcinops quatuordecimstriatus: 図説N: 68, f.
34-23. - - Carctnops pumitio: 図説H: 224, f 40-
24; 0HARA, 1994: 167 [再記般].
体長1.98-2.57 ミリ,  幅1.30-1.74 ミリ. ,

豚英, 植物腐廃物, 死体などから採集される. 貯殺
からも採集され屋内でも見られる. 分布はコスモポ
リタンで, MAzuR (1987) は南米に起源があり,  そ
こから全t d界に分布を広げたものと考えている.  口 t-本では..1ヒ海適, 本州, 四国, 九州, 伊 _諾島, 南西 '

諸島, 小笠原諸島から記録がある.
マルチビヒラタエンマムシ属
Aust ralomatus MAzuR, l 981

MAzuR(1981) が創設した新しい属. 「体形が卵型
で1,」rみのあること」 「前胸背後緑に組点刻列をもっ
こと」 を他属との区別点にしているが, 雄交尾器や
外部形態をみると Platy1omatus, Paromalus, cute-
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matus ときわめて近縁な属である.  4 が知られ日
本 (1 種),  ベトナム (1), フィジー(2) に分布する.
マルチビヒラタエンマムシ (図 7E, F, 9)
Aust ralomalus montit'agus (LEWIS, l 892)

Ptaty1omatus monttυagus: 図説H: 224, f 40-26.
- - Austratomalus montiυagus: 0HARA, l994:171
[再記載] .
体長2.24-2.32 ミリ,  幅1.53-1.65 ミリ. 難は尾
節に深い破状彫刻をもつ (図9C).  体形から一見ツ
ブェンマムシとハスジチビヒラタエンマムシに似る
が,  検索表に示した形質で区別できる.  i'i木内,  樹
度下から採集される.  分布: 北海道,  本州,  四国,
九州.
概説Vの訂正 (甲虫ニュース第 l l 8 号)
p. 1, 図1,  「LEWIS」 を 「C. R. SAHLBERG」.

参考文献 (Iで挙げたものは*を,
Vは**を付け略した)

HELAvA, J., H. F. HowDEN, & A. J. RITCHIE (1985). A
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(Co!eoptera: Histeridac). Soctobio1ogy. 10(2): 127-
386.

*久松定成 (HlsAMATsu, S) (1985). [図説H].
HoI.LDoBLER, B. & E. 0. WILSON (l990). The Ants. Bel -

knap Press of Ha r va rd Universi ty Press, Cam-
br idge, Mass. x ii十732 pp.

*KRYzHANovsK J, 0. L. & A. N. REICHARDT (1976).
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* MAzUR, S. (1984).
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*中根猛彦 (NAKANE, T) (1963). [図説N]
*0HARA, M. (大原tl◆宏) (1994).
大原 ・ 今坂正一 (0HARA, M. & S. IMASAKA) (l994). 島
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図9.  マルチビヒラタエンマムシ. A: 前 背と左 ・
翅. B: 前 , 中胸, 後胸腹板. C: 尾節 (0HARA.
1994 より ).
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Gattung Anapleus (Coleoptera, Hister idae). A cta
i:nt. Bohemos1ou., 79: 37-45.

*WENzEI,, R. L. (1944),

付記.  6 月 l 4 日,  サンクト ・ ぺテルブルグの Zoo-
logical Instituteでゴミムシとェンマムシの研究を
されていた 0. L. KRYzHANovsKIJ博:i_が80才で亡
くなられた.  ロシアでは1930,40年代にA. N. REl-
cHARDT博士がェンマムシを研究していたが,  第二
次世界大戦中 (1942 年 2 月)  にドイツ軍のレニン
グラー ド包囲により死亡され,  残された未完の原稿
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とその後の研究を KRYzHANovsKIJ博:i :が引き継が
れた.  1976 年,  RElcHARDT博士の没後34 年を経
て二人の共著として “Fauna USSR: エンマムシ上
科”が集大成されている.  これはェンマムシ研究に
おいてもっとも優れた論文であり, 私にとっても何
よりの参考書であった. 存命のうちに多くのことを
習いたかったが, かなわぬこととなってしまった.
1二'l l福をお祈りする.

(北海道大学昆虫体系学識座)

0愛知県で採集されたダルマガムシ2種
MATsul(1986) の中で2 種のダルマガムシが記載
されたが, 愛知県で採集されたそれら 2 種の標本を
調査することができたので報告する. なお愛知l目か
らはすでにダルマガムシ科はセスジダルマガムシ
0cthebius tnermis SHARPの1 種の記録がある (佐
藤,  1990).

1. Ochthebius hasegau)al NAKANE et MATsu1
ハセガワダルマガムシ

1 頭, 愛知県足助町東大見 (巴川), 12. IX. 1994,
吉富博之採集.
東京都小仏峠産の l 頭の正基準標本のみに基づ
いて記載された種だが, それ以降の正式な記録はな
かったと思われる.  この個体はヒメ ドロムシを採集
している際に得られたもので, 同時にヒメドロムシ
科 7種 (アカモンミゾ,  ツヤヒメ,  ツヤナガアシ,
ホソヒメッヤ, マルヒメツヤ,  ヒメッヤ,  ツヤ) が
採集された.

2.  Ochthebius nakanei MATsu l ナカネダルマガ

ム シ

1 頭, 愛知県足助町一ケ瀬 (足助川),  11. IX.
1996, 白金晶子採集.
本種は熊本県知池 渓谷産の1 頭の正基準標本に
基づいて記,t ﾎされたが,  その後,  栃木 I nで2  頭追加
記録がある (佐藤・ 大桃,  1995).  この個体はカゲ
ロウ類の幼虫の調査中に採集されたもので, 同時に
ヒメ ドロムシ科 4種 (ツヤヒメ ,  ツヤナガアシ, ホ
ソヒメツヤ,  ツヤ) が採集されている.
これら 2 種のダルマガムシの採集地はいずれも
矢作川の支流に当たり,  直線距離は5 kmほどしか
離れていない.  しかしハセガワダルマガムシが水深
がたいへん浅く川底が砂地でこぶし大の石が多い場
所で採集されたのに対し, ナカネダルマガムシは水
深が比較的深く頭大の石が多い場所で採集されたそ
うなので, 若一iの生息環境の相違が考えられる.
末111ながら, 貴重な標本を提供してくださった名
城大学展学部動物学研究室の自金品子氏と,  日頃よ
り数々の御教示をいただいている名古屋女子大学の
佐藤正 ｦ :教授と字都宮市の佐藤光一氏にお礼申し上
げる.

引用文献

MATsuI, E., 1986. Notes on some new Hydrophiloidea
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from Japan. Pap. Ent. pres. Nakane. Tokyo: 81 -90.
佐藤光一 ・ 大桃定洋,  1995. 栃本県産甲虫類分イi i資料(4).
インセクト, (46): 14-23.

佐藤正 , 1990. 愛知県の甲Il l(I). 愛知県の屋rtf ( 上) :
2 04- 231 .愛知県.

( (株) 環境指標生物, 吉富博之)
0サキシマシロモンサビキコリの幼虫
サキシマシロモンサビキコリ Agrypnus scutet-

taris hamal は,   トカラ列島から沖繩諸島にかけて
分布するシロモンサビキコリ A. scuteuans scute1-
1arisの亜種として石垣島, 西表島, 黒島などから知
られている普通種である.

1995 年 1 月に石垣市の深石隆司氏が,  自宅の庭
の士中から幼虫を見出した.  体長は22 mm内外で
やや偏平状, 体は膜状部を除いて暗掲色で, 頭部や
前fill背板は黒褐色. 第9 腹節は暗掲色, 背板は偏平
で, 荒い横しわ状である (図). 周辺部には各5 個内
外の歯状突起 (to) を有し, 後方のはより顕著であ
る.  側滿(11m) は明瞭で,  これに挟まれた板上の前
方部には4 個内外の平,球状の小隆起物と後方に2
本の剛毛を生ずる. Urogomphusの外分技の末端
部は上反して尖り, 内分枝 (ipr) よりやや強大であ
る. 尾節凹陥(cn) はV字状で, 幅と長さはほぼ等し
い

本幼虫の一般外形は, サビキコリにきわめてよく
似ているが, 体色や第9 腹節の尾節凹陥の形などに
よって識別できる. 充分老熱した幼虫は体長27
mm程度になるものと思われる. また, 本個体は成
虫まで飼育による確認はしていないが,  この地域に
分布するものでサビキコリに類似した種は本種のみ
であるので, 同定は間連いないものと思われる.
末尾に, 幼虫の採集に支援を頂いた石;Iii 市川平の
深石隆司氏に心から御礼を中 し上げる.

(愛知県岡崎市, 大平仁夫)
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べ トナム北部でのPidon ia調査

窪  木 幹  夫

ベトナム最高峰のファン・ シ・ パン山 (3,143 m)
の北側のDeo Tram Ton峠付近でPidomaの生息
調査を行った. 中国国境のラオカイ (標高80 m) か
らサパを経由して峠 (2,020 m) に iる適路沿いは焼
畑が行われ, 原生林はほとんどない. 調査地は峠の
南側に位置し, 牛の放牧のために一部伐採された二
次林で, 南側と西側は原生林に接している (図1 ).
値生は落葉樹が混じる常緑潤集樹林で, 台湾の同標
高に分布する紅桧や 拍のような針葉樹は見られな
かった.  調査の結果, 2 種のPidomaがシイ類とク
マヤナギ属の Berchemia ori'bundaの花から採集
された.
調査地: ファン・ シ ・ パン山北部 (標高 2,050

m), ホワンリ ェンソン山脈,  ライチャウ省.
調査年月口: 1997 年4 月30目一5 月1 日.
本文に入るに先立ち, 調査に協力して下さった北
村民弥, 筒井謙, 森川清志の各氏にお礼申し上げる.
1. Pz'dom'a (Pz'dom'a) 加sPenata A. SAIT0
検視個体: 3 4♀♀, 窪木採集; 4 4♀ ,

森川採集; 2 , 筒井採集; 2 , 北村採集.
本種はCryptopidoma亜属として記般されたが,
下記の理由で,  これをPidoma亜属に所属させた.
の内陰茎の言管は, Cryptopidoma亜属では長

い. Pidoma亜属では短いが, P mao ghthora xのよ
うに比較的長い種もある. P tnsperata の盲管は短
かった.
上翅端はC ptopidoma亜属では丸型, Ptdoma
亜属では切型である. P msperataの上翅端は切型
で, 側緑角は丸みを帯びていた.
上翅の黒紋は,  Cryptopidoma亜属ではLm紋が
大きく ,  丸形から長精円形である. Pidoma亜属で
は二つのタイプがあり, 一つはP signifiera のよう
に線形で Lb紋や La紋と接続して細長い側縁紋と
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なる.  他は P. semtobscura のように3 個の側紋が
会合線に向かって発達し,  Lm紋が三角形になる.
上翅斑紋の発達したP. insperataのLm紋は三角形
であった.
アジア大陸と台湾に分布するCryptopidoma illi属
は,  全種が上超に青色の金属光沢を持つ.  Pidoma
亜属では緑色の金属光沢を持つ P. submetauica 群
を除くすべての種が黒一(赤)一黄に変化をする. P
msperata の上翅に金属光沢はなかった.
の小躍 は, Cryt)topidoma ilE属では, 小さい.

Pidoma亜属では, 大きく , 三角形, 時に四角形. P
tnsperataでは, 大きく, 二_角形であった.
前胸の側部は, Cryptopidoma亜属でややふく ら
む種から丸型である.  Pidoma ,服属では側部は三角
形に突き出し, 側頂は尖る. P matsushita1 のよう
に丸みの強い種でも側頂は鈍く尖る. P. insperata
は三角形で, 側頂は弱く 'ﾀ  っていた
♀の受精班の基部はC鑵fopzdom a亜属ではロー
ド型, Pidoma亜属では切型で,  n、?に 腹構造を持
つ. P msperataは切型で, 蛇腹構造はなかった.

SAITo (1989) は日本産ハナカミキリ亜科の 交
尾器を調べ,  Pidonia属では産卵管の形態が亜属の
標徴として重要であると指摘した.  これによると,
CryptopidomaifE属では肛側板が非常に短く , 陰_基
節葉状部が太く , 先端が丸い. 尾状体は大きく , 葉
状部の前方に接続する. P msperataはこれらの特
徴を備えている (SAITo, 1995). そこで, 肛側板の長
さを産卵管 (肛側板の腹面棒状1,の基部から陰基節
の先端まで) に占める肛側板の腹面棒状片の割合で
測定した.  目本のP. (P)obscunorで52%, P. (P)
himehanaで 53%, P. (C) msuturataで 44%, P. (C )
oyamaeで43% と両亜属に明瞭な差が認められた.
しかし,  台湾の P. (P ) g1onosa で 51%, P. (P )

図1. ファン ・ シ・ パン山北部の調査地 (標高2,050 m)
図2.  2 種の月domaが採集されたシイ類の花.
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paradisiacolaで49 %, P (P. ) submeta11icaで46 %,
P. (C) fusham で49%, P. (C) anmashanaで47%
と両亜属に差はなかった.  ベトナムの P msperata
では 48% であった. 肛側板の長さはCryptopid-
oma 亜属の特徴として使えなくなってしまう.

SAITo(1995) は, P. insperataが産卵管ではCry-
ptopidonta亜属の特徴を持つのに, 上翅の色彩や受
精班の形態ではPidoma亜属の特徴を持つので,  こ
れを Pidoma属の中で系統的に孤立した種と指摘
した. Pidoma属の各形質の中で, の盲管や♀の
産卵管にはPldonia亜属なのにC ptoptdom'a亜属
と共通する形態を持つ種が見つかる.  このことは
0ry1)topidoma 亜属の方が占い形質を持ち, Pidoma
亜属が新形質を獲得する中で, 一部のPidoma亜属
の種や種群が古い形質を持ち続けていると考えられ
る. 属としての歴史の古いPidoma属では, 全種が
共通した方向に変化を示す形態もあれば, 特定地域
で著しい分化を示す形態もある.  また, 古い時代に
分化した形態もあれば, 比較的新しい時代に分化し
た形態もある.  これらの見極めが不十分であった
り, 検視材料の地域的偏りがあると正しい系統の推
定は困難になってしまう.  一見して,  P msperata
の上翅斑紋や体の色彩が P (C) masakiiやP. (C)
o:yamaeに似ていたことも, 本種をCryptopidoma
亜属に所属させてしまった原因の一つであろう.
2. Pt'dom'a (Mumon) sp.
検視個体: 2c,'''c,?, 筒井採集; 2 ♀♀, 森川採集.
頭, 前 部はやや赤味を帯びた黄褐色.  メラニン
額粒の減少が顕著である. 上翅も黄褐色で, 黒紋を
欠く. 小腥 , 触角, 肢は黒褐色. 台湾に分布する
P formosana に似ている.
観察と考察
地域個体辞を構成するいくつかの種の体色, 上翅
斑紋, 体型などが似ることが知られている. たとえ
ば,  日本海地域のPidomaには, 体型の寸詰まりと
肢と触角の短化や触角, 上翅, 肢を含む体全体の黒
色部の縮小が起きている (窪木,  1993).  この変化
は近縁種間だけでなく, 異なる系統間でもおきてい
るので, 環境要因が強く影響していると考えられ
る. ベトナムの2 種のPidomaに共通する特徴を見
いだせないだろうか.

4 月 30日, 観察時刻: 午前 11 時一午後3 時.
墨り, 時々晴れ. 林縁に咲く 2 本のシイ類のイ
に, Pidomaやカミキリ亜科,  大形のハナカ ミキリ
類が断続的に訪花した (図2).

5 月 1 日, 観察時刻: 午前 10時一午後3 時.
快晴. 昨日10頭を超える domaが採集された
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2本のシイ類の花から, 1 頭も採集できなかった.
強い陽射しがPidomaの訪花を阻んだと考えられ
る.  森川氏は林内でシイ類の花を見つけ,  10 m近
い字を使い, 大きな成果をあげた. 私は林内や林外
に咲く , 高さ 2 ~4 m,小さな花をつける B. flonbun-
da の花を調べて回った.  しかし, 1 頭の P m-
sperata を採集したにすぎなかった. この花はまだ
つほみの株もあり, 花期は長いが, 原生林を構成す
るシイ類の方が Pidoma の主要な訪花植物と考え
られる.
ベトナムのPidoma は頭, 部背面, 上翅の黒色
部の退色が著しい. 高照度下で体を黄褐色に変え,
熟吸収を小さく し, 体温上昇を防いでいると考えら
れる. おもしろいことに, 系統の異なる2 種の色彩
が似ている. 触角は黒褐色, 腿節は黄褐色で背面が
細く黒色, 脛節と開'節は黒褐色で後肢が最も黒ず
む.
綱の中で活発に歩き回る月domaの長い触角と
肢が印象に残った.  これも活動性と関係があるかも
しれない. 肢の長さを上翅端への腿節先端の到達の
程度で比較すると, P tnsperataでは, ♀とも後
腿節の末端が上翅端を大きく越えた.  Pidoma亜属
の特徴を示している. Mumon亜属は普通後腿節の
末端が上翅端に達しないのに, P (M) sp. は と
も翅端に達していた. 触角も P msperataの で 3
節, 早で2 節, P. (M) sp. の で 2 節,  早で l 節を
残し翅端に達していた.
ファン・ シ・ パン山は台湾の北大武山より南に位
置し, Pidoma属の分布の南限になる. 今回の調査
はホン川とその支流のダ一川に挟まれたホワンリェ
ンソン山脈の一点にすぎない.  この山脈は中国雲南
省の大理の西方に連なっている. 今後, 季節や標高
を変えて調査すると新たな Pidoma の発見の可能
性もある.

引用文献

ff木幹夫,  1993. 本州日本海地域のヒメハナカミキリ.  甲
虫ニュース, (104):1-4.

SAITo, A., l989. Female reproductive organs of leptu-
r ine cerambycid beetles from Japan. wi th reference
to their taxonomic significance. Etytra. Tokyo, l7:
6 5- 86, 20 1- 233.
- l995. Cerambycid beetles (Coleoptera, Ceram-
bycidae) from northern Vietnam, 1. A new species of
the genus Pidoma (Lepturinae). Elytra, Tokyo, 23:
159 - 165.

( 東京都世田谷区)

0 美大島でのケブカコフキコガネの採集例
筆者は今年(1997)3 月5 日, 奄美大島南部の瀬
戸内町蘇刈で街灯に飛来したケブカコフキコガネ2
を採集した. 本島からの記録は無いと思われた

ので友人の紹介で三宅義一氏に記録の有無を確認し
ていただいたところ, 来記録とのご教示があったの

で,  ここに報告する次第である.
この標本をお送りして精査して頂いたところ, ケ
プカコフキコガネ Tricho1onthapapagena NoMuRA
とは若干の差異が認められる,  とのことであった.
末 ながら, 種々 ご教示頂いた三宅義一氏に厚く
お礼申し上げる. (鹿児島県大島郡, 前田芳之)

- 8 -
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0オオ トラフコガネの難雄モザイク個体
者は新潟県湯沢町でオオトラフコガネ Paratn-

chius doemtzi (HAROLD) の雌雄モザイクと思われる
個体を採集したので報告する.

l 頭, 新潟県湯沢町松手山 (1,411 m), l3. VIII.
1995, 方賀 馨採集, 標本保管 (写真 l ).

、

、、 /
, l

採集地点はミズナラ等の二次林 (下方) と.'湖ヤ
ブ (上方) にはさまれて局所的に残されたブナ原生
林で, 送電鉄塔数として伐開された部分に生えたノ
リゥッキ'の花上から, 多数の本種の正常個体に混じ
えて上記個体を採集した. イE上から採集されたので
飛翔能力はあったものと思われるが, 動作は正常個
体に比べて緩慢だった.
上記個体は上唇から尾節板までの体長が約14

mmで, 正常の♀個体より小さい. 触角は右側が正
常の♀と同様の形状をなし, 左側はJ」1一状部が右側の
約2 倍の長さであるが, 正常の の触角Ji状部 (写
真2, 同時に採集された個体) に比べれば約2/3 信
の長さである. 体色は背面, 腹面とも黒色で正常の
♀に近いが, 小后一板中央, 右前 ﾆ_節,  右中 節, 右
後腿節, 右上翅第1,2 間室が部分的にd;'' と同じ赤組
色になる. また, 中胸腹板, 右中胸後側板, 右中脚
基節, 右後脚基節, 腹部第III, IV, V, VI, VII腹板の
各一部分に, と同じ黄白色の徴毛を装う.
生殖器は解剖していないが, 第VII腹板と 節板

の間には一対の半腹板 (写真3) が収納されており,
正常の♀のそれ (写真4, 同時に採集された個体)
と同じ構造になっている. 従って内部生 器は♀の
ものとなっている可能性が高い.

、 3
、

.

. 4
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以上の観察から, 上記の個体は♀個体の一部分に
の形質が混じって現れた雌雄モザイクであると考
えられる.
末 ながら, 採集地点の甲虫相に関する文献をill
与され, 同地を訪れる動機を作って下さった山屋1'Si
人氏 (長岡市立自然科学t専物館) に心からお礼中し
あげる. (埼]En浦和市, 芳資 馨)
0福岡県能古島で採集された甲虫2 種
筆者は1993 年より福岡県福岡-rli西区能古島 (の
このしま ) においてオサムシ科を中心に甲虫類の調
査を行っているが, 一昨年, 興味深い2 種を採集し
ているので報告する_
1.  キバネキバナガミズギワゴミムシ (写真)
A m atocz'i iem s aes t ganz  S U ENo e t H ABU

渡船場の灯火に飛来した個体を採集した. 本極は
後肢転節が背面に達するほど長く先端が尖るため,
他種との識別は容易である. 森田誠司氏のご教,」、に
よれば, 本州の既知産地では多産するが, 現在まで
の1L州における記録は原記般 ( l955, p 347) による
F ukuokaの 1 ♀のみとのことである.

1 頭, 8. VII i995. ':fl者採集.

l _

2.  コガタノゲンゴロウ

CyOzster tnPmcfatus Onentahs GSCHWENDTNER
本種は戦前には福岡市周辺をはじめ県内各地に多
産したが, 近年は全く採集されていないようである
(野村, 1993, 1995). 本個体は海岸近くの灯火で得
られた.

l , 8. V I I i 995. 者採集.
末 ながら,  キバネキバナガミズギヮゴミムシに
ついてご教T、を頂き, 原稿を見て下さった森田誠司
氏にお礼申し上げる.

参考文献

野付周平, 1993. 福岡県の水生甲虫に関する資料. 新築紫の
Ill t1, (2): 5-20.
- 1995. 福岡県の水生甲虫に関する追記. 新築紫の
虫, (4): 39-44.

Uf;No, S.-I., 1955. Studies on the Japanese Trech inae( m)
(Coleoptcra, Harpalidae). Pub1. Soto mar. bio1. Lab., 4:
337 - 351.

(1L州大学,  藤本博文)
9 _



甲虫ニュース

0関東におけるヒラタマルゴミムシの追加記録
ヒラタ マルゴミ ムシ Cosmodiscus platynotus

(BATES) は原色日本甲虫図鑑を見る限りでは稀種と
して知られ, BATES(l 873) の原記載が指摘している
ように, 大きさと形態共に一見トックリゴミムシを
幅広く したような印象を受ける歩行虫である. 者
は最近, 東京都ttt田谷区で採集された歩行虫類を検
する機会を得たが, その際, 思いもよらず本種が確
認されたのでデータを報告しておく .  また, 最近本
種は近隣県でも少なからず採集されているのでこの
機会にこれらの採集データも併せて記した.

l f , 東京部世田谷区ll,ll公園, 13. IX. 1996. 松本
陽介採集, 者保管.

4 , 東京部世田谷区馬事公苑, 2. VI. 1997. 島
田 一採集, 者保管.

l ・  神条一川県川崎市多庫区生田緑地,  岸本敏郎
採集, '

事者保管.
2 , 埼玉県嵐山町管谷, 26. IX. 1994. 豊田浩
二採集・ 保管. (以下同氏採集・ 保管. )

1? , 埼玉県i量.山町管谷, 17. VI. 1995.
1 ♀, 埼玉県嵐山町管谷, 23. VII i995.
l f , 埼◆県嵐Ill町管谷, 10. VII i996.
1111公因での採集者の話によると, 本種は公園内の
アズマネザサが目立つ雑木林の林床にf t掛けたべイ
トトラップ (Ie町は糖董) で採集されている. 石占公園
と程違からぬ馬事公苑では, やはり同様の環境に隣
接する側構にて採集されている.
生息環境はさだかでないが, 埼玉県Fでは雑木林
でのべイド トラップ (カルピスとすしのこの混合
液) 及び夜間の見つけ採り, 側溝掘り等で採集され
ている他, 川崎市の生田緑地では落ち葉中から採集
されている. 以上の事から考えても, 本 は稀種と
はいうものの, 人里近くに見受けられるごく普通の
景観の片隅でただ単に見過ごされているのではない
かという可能性も ﾛ、定できない
末 ではあるが, 本 �W集時の情報をお寄せいた
だいた埼玉県嵐山町の豊田浩二氏、11 びに束京農大一
高の松本陽介.氏にお礼中し上げるとともに, 文献の
入手でお手数をお掛けした方fl  馨氏にお礼申し上
げる.

参考文献

第 l l9 号 (1997 年9 月)
田中和夫, 1962. 蛍光燈に飛来した歩行虫類. 自然科学と
博物館, (29): 109-131.

田尾美野留, 1984. 横浜市北部の歩行虫目録(I). 神奈川虫
報, (73): 1-9.

芳賀 馨, 1992. ヒラタマルゴミムシを調布市で採集. 甲
111ニュース, (100): 38.

(東京都世田谷区, 佐藤陽路樹)
0アオツヤハダコメツキ雌の採集例
アオッヤハダコメ ッキMucromorphus miωal

yushiroi W. SUZUKI は北海適の山地に比較的普通に
見られ, 雄は多いが難はなかなか得られない. 者
は草本植物の茎と葉の間に静止している本種雌を採
集しているので報告したい.
コメッキムシについては雄と雌で体型が著しく異
なる例は他にもあるが, 本 は特に際だっており,
採集した時は別種のように思われた (写真左, 右は

).

本種について種々御指導をいただき, 発表を勧め
られた大平仁 博士 (岡崎市) に深謝する.

l 頭, 北海適上士幌町十勝三股シンノスケ 3 の
沢, 20. VII i991, 伊藤勝彦採集.

参考文献

良彦ほか, 1985. 原色日本甲虫図鑑f il l). 保育社.
平 義 監修, l 989. 日本産民虫総目録. 州大学麗学部

虫学教室・ 日本野生生物研究センター.

(」ヒ海道河西郡, 伊藤勝彦)

BATES, H. W., 1873.On the geadephagous Coleoptera of
Japan. Trans ent. Soc. London, l878: 219-322.

HABU, A., 1981. Female Genital ia of Pterostichini spe-
cies mainl y from Japan (111. Ent. Reυ. Japan, 36: 33-
53.

等_原須磨生,  1986. 歩行 類. 板橋区 虫類等実態調査:
53 - 55.

. ﾆ佐和義,  1981  .  自然教育国で得られた土境. l l虫について
(111.  自然教育園報' -, (12): 77-87.

坂本繁夫・ 十_屋 志, 1983. ::三浦平一島の歩行虫 ( f報). 神

川県白然史資料, (4): 7-17.
須田 ' '.,  l980. 伊勢崎市とその周辺に産する歩行虫類.
インセク ト, 31(2): 53-65.
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0訂正とお詫び
本誌第114 号(1996) の8 真で 者は北海適の記
録としてセメノフツツハムシ Cryptocephalus so:m-
onoυi WEIsEの採集例を報告したが, 実は筆者の同
定連いでフタスジッッハムシCryptocep,hatus bilin-
eatus (LINN色) であったことが判明した. 同発表を訂
正し, 誤同定をした 者の軽率さをお詫び申し上げ
ると共に本種について御指摘いただき, 再同定いた
だいた多比良 ﾃ一見氏 (静岡市)  の御厚情に深くお礼
申し上げる.

(北海道河西那, 伊藤勝彦)



C0LEOPTERISTS NEWS

0三重大学平ii演習林の未記録の甲虫類
1997 年の口本 翅学会の採集会は二三.1重大学平倉
演習林で行われ, 筆者も参加した.  ここは管から好
採集地として知られ,  タイプロカリティとなってい
るものも数多くある. 現在までに98 科1,439 種の
報告があり, 一応まとまってはいるが,  アリッ'カム
シ,  コケムシなどの徴少甲虫の記録は少ない.  その
なかで調査精度の高いものはカミキリムシ科で160
種記録されている.  これから甲虫総数を推定してみ
ると,  160÷7.3 (神奈川県のカミキリムシ科構成
率) x100=2.192 種となり,  2,200種ほどの種が生
息していると思われる. また, 調査精度を計算して
みると, l,439÷2,192x l00=65.6% で, 決して良
いとは i えない. 調査に - りが見られるからであ
る.
今回の採集会には露木繁雄氏をはじめとしていわ
ゆるカミキリムシ屋が多かったが, 笠原須磨生氏
(オサムシ科), 岸本年郎氏 (ハネカクシ科), 野村周
平氏 (アリッ'カムシ科), 吉富博之氏 (マルハナノミ
科), 桐ILl  功氏 (軟軸類) らと地元のベテランが参
加したので, かなりの新知見があったものと思われ
る.
地域の調査採集は別として, 通常の採集は自分が
採ったことのないものを狙うのが普通で, '事者も:i_
に朽木性の甲虫を日標とした.  したがって採集品に
偏りが見られるが, 未記録と思われる甲111類をいく
つか採集できたので,  ここに報告しておく.  データ
は -重県美杉村平倉演習林,  7~8. VI. 1997. であ
る. 頭数は割愛させていただく.

ysc加'n'as yanoi KuLT チャマルチビヒョウタン
ゴミムシ

Laccobius osctuans SHARP コモ ンシジ ミ ガムシ

Bacamus ;mikado(LEWIS) コアカ ッ ブェンマムシ

platytomalus fujisanus (LEWIS) フ ジチ ビヒラ タ

エ ン マ ム シ

Antsotoma curta (PoRTEvlN) ハバビロタマキノコ
ム シ

Agathidium subcostatum PoRTEvIN オオマルタ

マキノ コムシ

Soap加'soma rubrum REITTER アカ ミケシデオキ
ノ コ ム シ

Lispinus aper SHARP コチビホソハネカ クシ

atnscemoia d issimihs (SHARP) アナズァ リ ッ カ

ム シ

Raf)hitreus speratus (SHARP) ヒゲブトェクポァリ
ツ'カムシ

Aphodiusyamato NAKANE クロツ ブマグソコ ガネ

Flaυohetodes nakanei (KLAusNITzER) コキムネマ

ルハナノ ミ

Isorhipisfoυeata HlsAMATsu ホソナガコメッキダ
マ シ

Malthintis 3aPontcus OHBAYAsHl クロツマキジョ
ウカ イ

Tetsimia mgra (WEIsE) クロテン トウ

No. l l 9 (September l 997)

Odontoa's denticoihs NAKANE et NoBucHI ミ ツ ノ

ツツキノコムシ
Hira humerosignata HAYAsHl カ タアカナガクチ

キ

Cai ie a'da ieωisz' (JACOBY) ムツキボシハムシ

OgioOhma berben't (0HNo) ルリチビカ ミナリハム

シ

Choragus cryptocephalus SHARP ズカクシノ ミ ヒ

ゲナガソウムシ
Ocyromera binotata KoJIMA et MoRIMoTo

Ocyromera sutural is KoJIMA et MoRIMOTo
Mecysmoderes fultlus RoELoFs ツツジ トゲムネサ

ル ソ ウム シ

Mecht's toce spara'mac iatus M oRIMoTo et M IYA-
K A w A コホシメ カクシソウムシ

以上のほかにも種名が決定出来なかったものもい
くつかあった. 採集会でいただいた文献資料をもと
に 記録としたため,  すでに記録されているものも
あるかもしれないが,  お許し願いたい.
末 ではあるが, 種々 おtu'話になった秋[1]勝己氏
はじめ地元の方々 に厚く御礼中し上げる.

参考文献

大町文衛・ 山下善平・ 市橋 南・ 成瀬善一郎,  l960. 平
演習林の民 相, 第 l 報 翅目. 三重大学農学部演習
林報a:i, (4): l-58.

生川展行・ 秋田勝l_ ・ 市橋 南・ 今付隆一- ・ 久保田耕平 '
島地ti-根, l 989. 平倉演習林の中 . ひらく ら, 33(6):
8 8- l 4 1.

(神奈川l「'小田原市, 平野幸彦)
0ホソクロナガタマムシを埼玉県で採集
ホソクロナガタマムシAgn'ius aωarat Y. KURO-

SAWA は,  これまで埼玉県では採集の報告がないよ
うである (藤多,  1995).

'準者は, 埼玉県秩父那大滝村で本 を採集したの
で報告する.

1頭, 埼一fl県秩父郡大滝村中津川, 16. VII i996,
石藏 拓採集.
末 ながらホソクロナガタマムシの同定の労をと
られた速山雅夫氏ならびに標本撮影の労をとられた
矢野高広氏に深謝する.

参考文献

藤多文雄, 1995. 埼1、.県産タマムシ科既知種日録. 寄せll酸
記, (75):1850-1852.

照 良彦ほか, 1985. 原色日本甲'll図鑑(m), 保育社.
(東京都北区, 石蔵 拓)
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甲虫ニュース

0オキナワゴマフカミキリの針葉樹からの羽化脱出
記録
オキナワゴマフカ ミキ リ Mesosa (PenmesOSa)

pictipes GREsslTTはトカラ列島~沖細本島にかけ
て分布し, 2 亜種に分けられ, 宿_・1一樹種としてはイ
スノキ・ クロヨナ・ ミカンの1 種等の広葉樹のみ
が知られている (草間・ 高桑, 1984).
前回クロオビトゲムネカミキリの針葉樹からの羽
化脱出記録を報告した (岩田, l996) が, これに引
続き今回,  このオキナヮゴマフカミキリ沖縄本島産
基亜種pictipesに関する同様の記録を報告する.

l f , 沖縄本島名護市, II~111.1997 ( リュウキュ
ゥマツ丸太), l6. V.1997 同市にて羽化脱出, 沖紐
県林業試験場採集.
この丸 はマツノマダラカ ミキリ Monoc1lamus

alternatus (HOPE) の発生予察を目的として採集さ
れたマツノマダラカミキリ食害材であった.
本種と同属の口本産の種は, 各種広葉樹の他, 針
葉樹のマツ属を宿主とする場合がかなり見られ (草
間・ 高桑,  1984),  本記録はこういった傾向を追認
するものである.
末 ながら, 標本, そのデータ, 並びにその発表
の御許可を陽つた, 沖縄県林業試験場の伸栄真盛長
氏に厚く御礼中し上げる.

引用文献

ィー,田隆太郎, l 996. 甲虫ニュース, (115):12.
車間慶一 ・ 高桑正敏, 1984. (日本翻題目学会細) 日本産カ

ミキリ大図鑑. 講 社, 東京: 352-367.
( 目本大学生物資源科学部, 岩田隆太郎)

◇採集会報告◇
1997 年度の採集会は一 重県美杉村一 重大学平倉
演習林で, 6 月7~8 ロ実施した. 前日の兩は嘘のよ
うにl晴れ渡り, 画目とも好天に商、まれ, 各人, かな
りの成果を得たようであった. 7 目, 平倉演習林開
門の8 時半には, すでに数台の車が列をなしてい
た. 午後から参加したグループもあった. 三重大学
の宿含前に車を置き, それぞれ採集にでかけた. 夜
は宿泊地の桜イll学園林間学含の校庭で, 手 き寿口J
と,業華なマクロの 焼きとタラバガニの直火焼きを
味わった. 20時平から集会所で, 平倉演習林採集案
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内が目録資料と共に配られ, 秋田勝己氏から説明が
あり, 続いて参加者35 名の自己紹介をし, 22 時に
散会した. 老人組は早々 と引き上げたが, 髭をはや
した人と若い人達は酒を的み交わしながら,  朝の3
時頃まで, 虫談に夢中になったそうである. 翌8 日
は, 朝食後, 写真撮影, 8 時半にはそれぞれ採集地
に向かった. 私はセダカテントウダマシをはじめて
採集して感激したし, ナガクチキ,  ゾウムシほか平
倉 記録の甲虫がいくつか採れ, 楽しい採集会で
あった. 今回の採集会には地元の秋田勝己, 石田勝
義, 今村隆一, 成田茂男, 福住和也, 山本雅人の各
氏及び名古屋女子大生の人達に大変お世話にな っ
た. なかでも食事の用意をしていただいた方々 に
は, 特に感謝の意を表したい.

(企画担当, 平野幸彦)
◇日本軸翅学会第10回記念大会迫る◇

恒例の秋の大会が今年で10回を数え, それを記
念して来る11 月15 口(土) ・16 日(目)の2 日間に
わたり盛り沢山の企画が用意されていることは本誌
前号別紙でご案内致しました. 開催場所は“神奈川
県立生命の星・ 地球博物館” (小田原市) で, 宿泊の
ご案内も別紙を参照して下さい. 和_当幹事一同頑
張っていますので是非ご来場ください.

◇「甲虫二ユース」 原稿募集◇

皆様から原稿を広く募集致しております. 内容は
新しい分布記録だけでなく, 生態・ 行動・ 形態 ' 生
理など甲虫に関するものであれば何でも結構です.
・ムー年もたくさんの興味あるデータを得られたことと
思います. それらを1 行23 字にそろえて下記宛ご
寄稿ください.

196 東京都昭島市つつじ力'l丘2-6-22-806
妹尾俊男宛 附図が無い場合はE-mail でも可.
senoh@ra2.so-net.or.jp
原稿をお待ち致しております.
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昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
目本ではじめて出来たステンレス製有頭.Ei虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁目 7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160

(カタログ階 ・   (株 )志賀昆虫普及社


